
マルチメディア時代の起点 :
イメージからみるメディア

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-14

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 久保, 正敏

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00008397URL



第

一
章

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
と

メ

デ

ィ

ア



【
1
】

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
理
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コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源
は
、

ラ
テ
ン
語

の
コ
ミ

ュ
ニ
ス

(O
O
∋
【P
⊆
⇒
一ω
)
、
す

な
わ
ち
、
大
勢
が

「
共
に
あ
る
」
状
態
や
何
か
を

「共
に
行
う
」
状
態
を
指
す
形
容
詞
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
情
報
、
思
想
、
態

度

を

共

有

し

よ
う

と
す

る

人

間

の
営

み

で
あ

る
。

ま

た

こ

れ

か

ら
派

生

し

た

コ

ミ

ュ

ニ
オ

ン

(8
巳
ヨ
仁
巳
o口
"

「
聖
体
拝
領
」
と
訳
さ
れ
る
)
も
語
源

の

一
つ
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
宗
教
行
為
も
ま
た
、
神

と
人
間
、
あ
る

い
は
人
間
同
士
が
合
体
し
、
共
同
で
何
か
を
為
す
こ
と
を
指
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
概
念
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
タ
ー
ナ
ー
が
提
起
し

た

コ
ミ

ュ
ニ
タ
ス

が
あ
る

[ヴ
ィ
ク
タ
ー

・
W

・
タ
ー
ナ
ー
、
富
倉
光
雄

(訳
)

『儀
礼
の
過
程
』

一
九
七
六
、
思
索
社
」
。
彼

は
、
人
間
の
社
会
様
式
に
は
、
体
系
的

・
階
級
的
な
社
会
様
式
と
、
平
等
な
個
人
に
よ
る
未
組
織
な
社
会
様

式
が
あ
る
と
し
、
後
者
を

コ
ミ

ュ
ニ
タ
ス
と
呼

ん
だ
。
こ
れ
は
、
儀
礼

の
場
面
の
よ
う
に
、
日
常
的
秩
序
が

一
時
解
体
し
、
再
び
統
合
す
る
ま
で
の
境
界
的
な
時
間

(こ
う
し
た
境
界
的
な
状
況
、
す

な
わ
ち
、
日
常
的

な

二
分
法

で
は
ど
ち
ら

に
も
分
類
で
き
な

い
状
態
や
段
階

の
こ
と
を
、

タ
ー
ナ
ー
は

リ
ミ
ナ
リ
テ
ィ

"

}巨

ぎ
巴
淳
気
と
命
名
し
た
)
に
お

い
て
出
現
し
、
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
全
人
格
的
交
流
が
生
ま

れ
る
と
し
た
。
し
ば
し
ば
、
ヒ
ッ
ピ
ー
、
千
年
王
国
運
動
な
ど
が
コ
ミ
ュ
ニ
タ
ス
の
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
あ
る
閉
じ
た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
互

い
が
融
合
し
、
彼
我

の
区

別
な
く

一
体
化
し

た
交
流
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と

い
う
言
葉
の
理
想
的
な
姿
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　
し
か
し
、
自
我
意
識
が
成
立
し
た
近
代
以
降
の
西
欧
世
界
で
は
、
理
想
的
な

一
体
化
、
合
意
が
得
ら
れ
る
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こ
と
は
望
み
え
な
い
。
お
ま
け
に
、
単

一
の
集
団
と

い
っ
た
枠
組

み
を
越
え
て
、
時
空
間

距
離

の
離
れ
た
他

者
と
向
か
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な

い
現
代
に
お

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
意
味
は
変
化

し
て
き
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
し
て
は
、
言
語
学
、
心
理
学
、
哲
学
、
情
報
科
学
、
民
族

学
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
脈
に
よ

っ
て
、
ま
た
、

一
方
通
行

の
伝
達
と
見
る
か
双
方
向

の
相
互
作
用
と
見
る
か
、
言
語
的
な
も

の
か

非
言
語
的
な
も
の
か
、
発
信
者
と
受
信
者
の
数
、
個
人
を
対
象
と
す
る
か
集
団
を
対
象
と

す
る
か
、
と
い
っ

た
区
分
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
情
報

の
流
れ
だ
け
で
な
く

、
モ
ノ
の
流
れ
も

含
め
て
考
え
る
立
場
も
あ
る
。
実
際
、
英
語

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と

い
う
言
葉
は
、
元
来
、
モ
ノ
と
情

報
両
者

の
流
通
を
意
味
し
て
お
り
、
物
流
に
対
し
て
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
が
あ
て
ら
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
概
念
か
ら
分
離
さ
れ
る
の
は
、

一
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
だ
と

い
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
お
お
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
(
1
)
記
号
作
用
に
関
す
る
研
究
、

(2
)
意
味
形
成
過
程
と
し
て
の
心
理
学
、
社
会
学
、
民
族
学
的
な

ア
プ

ロ
ー
チ
、
(
3
)
人
間
関
係
あ
る

い

は
社
会
関
係
と
し
て
の
ア
プ

ロ
ー
チ

(説
得
と
効
果
の
研
究
な
ど
)
、
な
ど
が
あ
る

[原
岡

一
馬

(編
)
『人

間
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

一
九
九
〇
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
」
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
C

・
E

・
シ
ャ
ノ
ン
の
情
報
理
論
や
N

・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
サ

イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
理
論
に
基
づ
い
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

一
般
的
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

・
モ
デ
ル

(図
l

-
l
)
を
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
発
信
者

の
持

つ
概
念
が
、
記
号
と
使
用
規
則

の
体
系

(
コ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
、
記
号

の
単
位
お
よ

び
、
記
号

の
組
み
合
わ
せ
と
意
味
と

の
対
応
関
係
に

つ
い
て
の
取
り
決
め
)
に
従

っ
て
、
記
号

の
系
列
、
す
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[コミュニケーシ ョンの一般モ デル]

(J. Spradley, "Foundations of Cultural Knowledge",in J.P.Spradley(ed.), 
         Culture and Cognition  Rules, Maps, and Plans,

Chandler　 Publishing　 Co.1972.を 改 変)

(a)→(b):発 信者 がある コー ド体系によってメ ッセージを生み出すプロセ ス

(c)→(e):メ ッセージは(発 信者の)行 動出力か ら発 し(受 信者の)感 覚入力から

　　　 　　入る刺激となる

(f)→(g):受 信者が受け取ったメッセー ジ刺激 をある コー ドに従 って解読 し、概念

　　　 　　を得るプロセス(こ の とき(f)記 号1と(g)概 念1は 、通信経路(チ ャ

　　　 　　ンネル)に 影響するノイズや、発信者 と受信者の参照するコー ドのズ レな

　　　 　　どのため、(a)概 念1、(b)記 号1と は必ず しも一致 しない)

(h)→(n):フ ィードバック(反 応)の プロセス　 　 　 　 　 　 　 　(図1-1)

な
わ
ち
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
変
換
さ
れ
る
。
こ
れ

が
記
号
化
あ
る
い
は
符
号
化

(
エ
ン
コ
ー
ド
)

で
あ
る
。
こ
の
場
合

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
、

音
声
や
文
字
に
よ
る
言
語
だ
け
で
な
く
、
絵

や
音
、
さ
ら
に
は
、
身

ぶ
り
や
化
粧
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
非
言
語
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
範
疇

に
入
る
も

の
も
含

め
ら
れ
る
。

　
発
信
者
と
受
信
者
と

の
問
に
は
、
何
ら
か

の
通
信
経
路

(チ
ャ
ン
ネ

ル
)
が
存
在
す
る

場
合
が
あ
る
。
閉
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
直
接
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
場
面
な
ら
ば
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
単
に
双
方

を
隔
て
る
空
間

で
あ
る
。
発
信
者
と
受
信
者

が
時
空
間
に
よ

っ
て
隔

て
ら
れ

て
い
る
場

合
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
は
、
機
械
的
、
電
気
的
、

電
子
的
な
通
信
線
に
相
当
す
る
。
そ

の
場
合
、

そ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
乗
せ
る

た
め
の
、
二
次
的
な

コ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
る
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こ
と
も
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通

っ
て
最
終
的
に
受
信
者

の
感
覚
器
官

で
と
ら
え
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
受
信
者

の
頭

の
中
で
コ
ー
ド
に
従

っ
て
解
読
さ
れ

(復
号
化
、
デ
コ
ー
ド
)、
概
念
化
さ
れ
、
次

の
過
程

に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ

ク
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
双
方

の
問
で
の
コ
ー
ド
の
ズ
レ
、
あ
る

い
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
影
響
を
及
ぼ
す
雑
音
に
よ

っ
て
、

発
信
者
と
受
信
者

の
問
で
記
号
や
概
念

の
問
に
ズ
レ
が
生
じ
る
。
ま
た
、
双
方

の
文
化
的

な
背
景
や
そ

の
時

点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
考

の
文
脈
に
よ

っ
て
も
、
双
方
の
概
念
の
問
に
は
ズ
レ
が
生
じ
る
の
が
当
た
り
前
で
あ

る
。
例
え
ば
、
「
ぼ
く
は
ル
イ

・
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
い
る
」
と

い
う
言
語
に
よ

る
発
言
を
仮
定
し

よ
う
。
ル
イ

・
ヴ
ィ
ト
ン
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
意
味
、
そ
れ
が
高
価
で
あ
る
と

い
っ
た
、
社
会
的
な
文
脈
を

双
方
が
認
知
し
て
い
な

い
限
り
、
発
言
を
受
け
た
者
に
は
、
真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
ら
な

い
。
メ

ッ
セ
ー

ジ

の
字
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
字
面
が
指
し
示
す
記
号
的
な
意
味
を
受
信
者
が
能
動
的

に
解
釈
し
、
そ
れ

を
期
待
し
て
発
信
者
が
発
言
す
る
と

い
う
相
互
作
用
と
し
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
存
在
す
る
の
だ
。

発
信
者
と
受
信
者

の
問
で
、
確
実

に
同

一
の
意
味
が
共
有
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
理
想
的

で
ま
れ
な
状

態
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
受
信
者
と
発
信
者

の
問
で
の
概
念
の
ズ
レ
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
概
念
の
表
現
と
認
知
と

い
う
心
的
活

動
の
さ
ら
に
深
層
に
目
を
向
け
、
人
間
関
係
と
し
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
さ
ら
に
深
化
す
る
ア

プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
。
現
代

の
哲
学
分
野
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
他
者
と
の
差

異
化

の
中
で
自
己

を
自
覚
す
る
営
み
、
対
話
と
い
う
相
互
作
用

の
中
で
自
己
の
内
に
あ
る
矛
盾
を
発
見
し
解
消
し
て
い
く
営
み
、
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と
と
ら
え
る
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

デ
カ
ル
ト
が
想
定
し
た
よ
う
な

「主
体
と
客
体
」

と
い
う

二
元
論
的

な
実
体
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
と

い
う
考
え
を
相
対
化
し
、
こ
の
い
ず
れ
も
が

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と

い
う
相
互
作
用
の
過
程
で
形
を
変
え
て
い
く
不
確
定
な
も

の
で
あ
る
と
す
る
、
近
代
批
判

の

一
環

の
議
論

で

あ
る
。
相
互
作
用
と

い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
的
な
側
面
が
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
深
く
か
か
わ

る
点
に
注
目
す
る
哲
学
的
な
議
論
は
、
私
の
手
に
あ
ま
る
た
め
、
こ
れ
以
上
触
れ
る
こ
と

は
避
け
た
い
。

　
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
発
信
者
と
受
信
者
の
双
方
を
仮
定
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
な

い
議
論

の
重
要
性
を
指
摘
し
た

い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

で
は
、
目
的
や
機

能
に
よ

っ
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を

「道
具
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「表
出

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
に
分
け
て
い
る
。
前
者
は
、
発
信
者
が
目
標
達
成
手
段
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
然
、
受
信
者
が
そ
れ
を
了
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
行
動
で
あ
る
。
後
者
は
、

不
安
や
怒
り

の
表

出
、
自
己
対
話
や
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
指
し
、
受
信
者
を
前
提
と
せ
ず
、
表
現
す
る
こ
と
自
体

が
目
的
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
媒
体

(
メ
デ
ィ
ア
)
を
利
用
す
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
れ
ば
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
何
ら

か
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
受
信
者
を
中
心
に
し
た
議
論
が
あ
り
う
る
。
受
信
者
と

メ
デ
ィ
ア
の
接
点
に

お

い
て
受
信
者
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
立
場
、
す
な
わ
ち

「解
読

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
本
書
で
は
、
こ
う
し
た
立
場
で
議
論
を
進
め
た

い
。
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　 [情報伝達 システムにお けるメデ ィアの定義]

(丸善『MPEG/マ ルチメディア符号化の国際標準』より)

(図1-2)

【2
】
メ
デ

ィ
ア
の
定
義

　

一
般

的

に

は

、

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

を

仲

介

す

る
媒

体

、

す

な

わ

ち

、

発

信

、

伝

達

、
受

信

に

か

か

わ

る
媒

体

す

べ

て

が

メ

デ

ィ

ア

で

あ

る
と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

ま

で

に

試

み

ら

れ

た

メ

デ

ィ

ア

分

類

を

い
く

つ
か
紹

介

し

て

お

こ

う

。

　

ジ

ョ

ン

・
フ

ィ

ス
ク

は

、

メ

デ

ィ

ア
を

次

の
よ

う

に
分

類

し

た

。

(
1

)

直

接

表

現

メ

デ

ィ

ア

(胃

Φ
ω
①
三

匿

8

巴

ヨ
巴

冨
)

　

　
　

　

声

、

表

情

、

身

ぶ
り

(
2

)

代

行

表

現

メ

デ

ィ

ア

(器

嘆

①
ω
魯

巳
叶凶o
コ
巴

ヨ
①
自
凶帥
)

　

　
　

　

　
書

籍

、

絵

画

、

写

真

(
3

)

機

械

表

現

メ

デ

ィ

ア

(ヨ

①
O
冨

巳
O
巴

ヨ
①
象
四
)

　

　
　

　

電

話

、

ラ
ジ

オ

、

テ

レ
ビ

、

フ
ィ

ル

ム

　

こ

れ

は

、

図

1
1

1

に

お

け

る

発

信

者

の
行

動

出

力

か

ら

見

た

メ

デ

ィ

ア
分

類

で
あ

り

、

チ

ャ

ン

ネ

ル

が

空

間

で

あ

っ
て

発

信

者

の

行

動

が

直

接

メ

ッ
セ

ー

ジ

と

な

る

よ

う

な

(
1

)

の
場

合

、

メ

ッ
セ

ー

ジ

を

非

機

械

的

に
置

き

換

え

た

(
2

)
、

さ

ら

に
機

械

に

よ

っ
て
代

行

さ

れ

た

(
3

)
、

の
発

展

段

階

で

メ

デ

ィ

ア
を

と

ら

え

た

も

の
で

あ

る
。
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ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
を
、
仕
草
、
化
粧
、
言
葉
、
音
楽
、
画
像
、
符
号

に
分
け
、
そ
の
発

展
過
程
を
含
め
た

経
済
企
画
庁

・
情
報
化
研
究
会
の
分
類
が
あ
る

[経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局

(編
)
『新
情
報
論
』

一
九
八
五
、

大
蔵
省
印
刷
局
」
。

　
技
術
的
な
文
脈
で
は
、
I
T
U

(国
際
電
気
通
信
連
合
)
に
よ
る
次
の
分
類
が
あ
る

(図
1
-

2
)
。

(1
)
知
覚
メ
デ
ィ
ア
　
　
人
問
が
知
覚
す
る
情
報

の
種
類
、
す
な
わ
ち
文
字
、
音
声
、
画
像
や
映
像
を
指
す
。

I
T
U
の
文
脈
で
は
、
電
子
的
な
機
器
が
作
り
出
し
た
も

の
を
指
し
て
い
る
。
音
声
と
動

画
が
同
期
し
た
映

像
メ
デ
ィ
ア
は
、
二
つ
の
知
覚

メ
デ
ィ
ア
が
同
時
に
扱
わ
れ
る
の
で
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
だ
と

い
え
る
。
何

か
し
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
の
乗
り
物
と
し
て
音
や
画
像
を
メ
デ
ィ
ア
と
と
ら
え
る
わ
け
で
あ
る
。

(2
)
入
出
力

メ
デ
ィ
ア
　
　
人
問
が
電
子
化
さ
れ
た
情
報
を
扱
う
場
合
に
直
接
接
す
る
物
理
的
メ
デ
ィ
ア
、

す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
を
指
す
。

(3
)
表
現
メ
デ
ィ
ア
　
　
文
字
、
音
声
、
画
像
、
映
像
な
ど
の
種
類
の
情
報
を
電
子
的

に
符
号
化
し
表
現
し

た
も

の
を
指
す
。
例
え
ば
、
A
S
C
I
ー
コ
ー
ド
で
表
現
さ
れ
た
文
字
、
M
P
E
G
で
表

現
さ
れ
た
映
像
な

ど
で
あ
る
。

(4
)
相
互
交
換
メ
デ
ィ
ア
　
　
通
信
回
線
な
ど
伝
送
メ
デ
ィ
ア
と
、
デ
ィ
ス
ク
な
ど
蓄
積

メ
デ
ィ
ア
が
あ
る
。

　
こ
の
I
T
U
の
分
類
は
、
電
子
的
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
た
分
類
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、

書
籍
は
、
入
力
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
と
も
に
相
互
交
換
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る
、
と

い
っ
た
よ
う
に
、
非
電
子

的
な
メ
デ
ィ
ア
に
も
拡
張
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
う
ち
、
フ
ィ
ス
ク
と
経
済
企
画
庁

の
も

の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
、
発
信
者
側
の
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表
出

の
た
め
の
媒
体
を
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
I
T
U
の
分
類
は
、
発
信
と
受
信
の
中
間

に
あ
る
伝
達
部
分

に
重
点
を
置

い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
情
報
と
は
、
最
終
的
に
受
信
者

の
頭

の
中
、
脳
神
経
系
に
よ

っ
て
解
読
さ
れ

て
初
め
て
意
味
を

持

つ
。
考
え
て
み
れ
ば
極
め
て
当
然

の
こ
の
視
点
に
立
ち
戻
り
、
受
信
者
中
心
の
視
点
で
、
か

つ
対
話
を
前

提
と
し
な

い
で
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
立
場
が
、

一
九
六
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
当

時
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
企
業
内
導
入
が
進
み
、
ま
た
テ
レ
ビ
の
社
会
的
影
響
力

の
大
き
さ

に
触
発
さ
れ
た
情

報
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
、
梅
棹

忠
夫
と

マ
ク
ル
ー

ハ
ン
の
議

論
を
振
り
返

っ
て
お
き
た

い
。
な
ぜ
な
ら
、
情
報
化
社
会
は
、

モ
ノ
や
情
報

の
記
号
的
な

価
値
に
重
点
が
置

か
れ
る
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
受
信
者
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
を

と
ら
え

る
二
人
の

視
点
で
な
く
て
は
解
釈

で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。

【3
】
梅
棹
忠
夫
の
情
報
論

　

一
九
六
三
年
に
梅
棹

忠
夫
が
発
表
し
た

『情
報
産
業
論
』
は
、
当
時
か
ら
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
物
質

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
従
来

の
工
業
化
社
会
と
は
異
な
り
、
情
報
産
業
は

「
情
報
」
を
売

っ
て
文
化
的

効
果
を
生
み
出
す
精
神
産
業
で
あ
り
、
工
業
社
会
に
お
け
る

「商
品
」
の
概
念
や
経
済
理
論

が
通
用
し
な
い
、

ま

っ
た
く
新
し

い
種
類
の
産
業

で
あ
る
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
人
類
社
会

の
産
業
発
展
を

、
農
業
、
工
業
、

情
報
産
業
の
三
段
階
に
分
類
し
、
こ
れ
を
生
物
学
的
ア
ナ

ロ
ジ
ー
を
用

い
て
、
次

の
よ
う

に
分
析
す
る
。
す
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な
わ
ち
、
農
業
は
消
化
器
官
系
を
充
足
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
工
業
は
機
械
に
よ

っ
て
人
間
の
骨
格
筋
肉

系
を
代
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
情
報
産
業
は
脳
神
経
系

の
充
足
が
目
的
で
あ
る
、
と

い
う
対
応
関
係
が

成
立
す
る
か
ら
、
各
時
代
を
、
内
胚
葉
産
業
、
中
胚
葉
産
業
、
外
胚
葉
産
業
の
時
代
と
呼

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
後
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
情
報
産
業

の
時
代
に
お
け
る
価
格
決
定
原
理
を

「
お
布
施

の
論
理
」

と
規
定
し
た
。

モ
ノ
の
消
費
と
異
な
り
、
情
報
は
消
費
し
て
み
な

い
と
そ

の
効
用
は
分
か
ら
な
い

(プ
デ
ィ

ン
グ
の
味
は
食

べ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な

い
)
か
ら
、
消
費
者
が
価
格
の
妥
当
性
を
は
か

る
基
準
は
、
そ
の

情
報

の
内
容
で
は
あ
り
え
な

い
と
す
る
。
そ
し
て
、
お
彼
岸

の
と
き
な
ど
に
家
庭
に
出
張

し
て
お
経
を
上
げ

て
も
ら
う
際
に
、
お
坊
さ
ん

へ
の
お
布
施

の
額
が
、
お
坊
さ
ん
の

「
格
」
と
檀
家

の

「格

」
の
関
係
性
に
よ

っ
て
決
ま
る
と

い
う
原
理
が
、
情
報

の
価
格
決
定
原
理
に
も
当

て
は
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
た
。
こ

の
言
説
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
に
盛
ん
に
な

っ
た
消
費
社
会
論

に
お

い
て
、
商
品

の
記
号
的
価
値
に
は
、

誰
に
で
も
分
か
る
外
示
的
意
味
だ
け
で
な
く
、
消
費
者

の
文
化
的
背
景
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
内
示
的
意
味

が
あ
る
と
す
る
議
論
や
、
情
報

の
氾
濫
す
る
情
報
化
社
会
と
は
、

つ
ま
る
と

こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
記
号

性
が
重
要
に
な
る
社
会
で
あ
る
と
す
る
、
情
報
化
社
会
論
を
先
取
り
し
た
も

の
で
あ
る
。

、
九
七
三
年
に
発

表
さ
れ
た
ダ

ニ
エ
ル

・
ベ
ル
の

『脱
工
業
化
社
会

の
到
来
』
や
、

一
九
八
〇
年

の
ア
ル
ビ

ン

・
ト
フ
ラ
ー
の

『第
三
の
波
』
と
の
符
合
を
見
れ
ば
、

い
ち
早
く
情
報
産
業
の
重
要
性
に
着
目
し
た
梅
棹

忠
夫

の
先
見
性
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
八
八
年
の

『情
報

の
文
明
学
』

で
は
、
受
信
者
が
そ
う
認
め
た
も
の
が
情
報

で
あ

る
、
と
い
う
立
場

を

い
っ
そ
う
鮮
明
に
し
た
。
世

の
中
す

べ
て
の
事
象
や
モ
ノ
さ
え
も
人
間
に
と

っ
て
は
情
報
と
し
て
受
け
止
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め
ら
れ
る
か
ら
、
世
界
は
情
報
に
満
ち
て
い
る
の
だ
、
と
い
う

「汎
情
報
論
」
で
あ
る
。

ま
た
、
感
覚
器
官

か
ら
脳
に
流
入
す
る
も

の
の
、
何
ら
価
値
判
断
や
行
動

に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
な
信
号
や
刺

激
で
あ

っ
て
も
、

そ
れ
に
よ

っ
て
脳
神
経
系
が
興
奮
し
活
動
す
る
限
り
情
報
で
あ
る
と

い
う
、
「
コ
ン
ニ
ャ
ク
情
報
論
」
も
展
開

し
た
。
栄
養
学
的
に
無
価
値
と
さ
れ
る
コ
ン

ニ
ャ
ク
が
、
味
覚
を
満
足
さ
せ
消
化
器
官
系
を
活
性
化
す
る
、

と

い
う
事
実
に
な
ぞ
ら
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
梅
棹

忠
夫

の
受
信
者
中
心
の
考
え
を
本
書

の
文
脈
に
当
て
は
め
る
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
、

発
信
者
や
発
信
意
図
が
不
在
で
あ
る
モ
ノ
自
体
も
、
受
信
者
が
そ
れ
を
情
報
を
受
け
取
る
媒
介
と
し
て
使
う

の
で
あ
れ
ば
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
博
物
館
に
置
か
れ
た
モ
ノ
か
ら
、

そ
の
背
景
に
あ
る

文
化
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
モ
ノ
は
立
派
な
メ
デ
ィ
ア
な
の
だ
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

・
ア
ボ
リ

ジ

ニ
社
会
で
は
、
轍
を
媒
介
と
し
て
先
行
す
る
車
に
関
す
る
情
報
を
得
る
わ
け
だ
か
ら
、

轍
が
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
、
と

い
う
の
は
、
梅
棹

忠
夫
の
立
場
か
ら
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
言
う

な
ら
ば
、
情
報
を
読
み
と
る
際
に
は
イ
メ
ー
ジ
が
キ
ー
と
な
る
、
と
す
る
本
書

の
立
場
も

ま
た
、
梅
棹

忠
夫

が
脳
神
経
系
か
ら
情
報
を
考
え
る
立
場
と
相
通
ず
る
と
い
え
よ
う
。

【4
】

マ
ク
ル
ー
ハ

ン
の
メ
デ

ィ
ア
論

　

一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
を
中
心
と
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
教
祖
的

な
存
在
で
あ
り
、

そ

の
後
関
心
が
途
絶
え

て
い
た

マ
ク
ル
ー

ハ
ン
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
急
速

に
普
及
し

た
現
在
、
再
び
脚
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光
を
浴
び
て
い
る
。
彼
が
期
待
し
た

「地
球
村
」
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
社
会
と
を
重
ね
合

わ
せ
、
彼

の
予
言

が
的
中
し

つ
つ
あ
る
と
見
る
の
か
、
現
実
は
異
な

っ
た
展
開
で
あ
る
と
見
る
の
か
、
彼

の
予
言

の
検
証
を
主

な
論
点
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
南
博
氏
に
よ
る
も

の

『
マ
ク
ル
ー

ハ
ン
の
人
と
業
績
」

『
メ
デ
ィ
ア
は

マ
ッ

サ
ー
ジ
で
あ
る
』　
一
九
九
五
、
河
出
書
房
新
社
、

一
六

一
-

一
七
七

ペ
ー
ジ
」
な
ど
優
れ
た
解
説
記
事
が
数

多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
紹
介
に
と
ど
め
た
い
。

　
ま
ず
、
文
化
史

の
時
代
区
分
に
関
す
る
彼
の
論
を
見
て
お
こ
う
。
彼
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー

や
イ
ニ
ス
の
文
明

史
観

に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
人
類

の
文
化
史
を
、
口
頭
文
化
、
書
字
文
化
、
活
字
文
化

、
電
気
文
化

の
時

代
に
区
分
す
る
。
無
文
字
社
会
に

つ
い
て
の
研
究
結
果
を
使

い
な
が
ら
、
文
字
以
前

の
社
会
は

「聴
覚
的
」

で
あ
り
、
文
字
以
降
の
社
会
は

「視
覚
的
」
で
あ
る
と
対
置
す
る
。
聴
覚
は
空
間
の
ど

の
部
分
か
ら
も
信
号

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
立
体
的

・
空
間
的
で
あ
り
、
全
身
的

で
あ
る
と

い
う
。
そ
こ
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
々
を
融
合
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ミ
ュ

ニ
ス
の
状
態
に
あ

る
わ
け
で
あ
り
、
彼
に
と

っ
て
の
理
想
状
態
と
し
て
好
意
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
文
字

以
降
、
特
に
活
字
文
化

の
社
会

で
は
、
視
覚
が
優
位
と
な
る
。
視
覚
は
、
見

て
い
る
自
分

と
見
ら
れ
て
い
る

対
象
と

い
う
自
我
意
識
を
生
み
出
す
。
見
ら
れ
て
い
る
対
象
は
、
ほ
か
の
対
象
か
ら
切
り

離
さ
れ
、
抽
出
さ

れ
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
抽
出
化
や
細
分
化
に
よ

っ
て
世
界
を
認
識
す

る
こ
と
と
な
る
た

め
に
、
人
々
の
関
係
が
切
り
離
さ
れ
て

い
く

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
人
間
の

「感
覚

比
率
」
が
変
化
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
間
の
世
界
認
識
の
あ
り
よ
う
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴

っ
て
人
間
同

士
の
関
係
も
変
わ

っ
て
い
く
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
活
字
文
化
の
後
、
電
気
時
代

に
入
り
、
彼
が
全
身
感
覚
的
で
あ
る
と
と
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ら
え
る
テ
レ
ビ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
、
口
頭
文
化
の
時
代
に
あ

っ
た
よ
う
な
村
落
共
同
体

(彼
は
部

族
社
会
と
表
現
)
が
、
地
球
規
模
で
再
現
す
る
の
で
は
な

い
か
と
す
る
。
こ
れ
が

「地
球
村
」
論
で
あ
る
。

　
彼
の
無
文
字
社
会
に

つ
い
て
の
認
識
や
と
ら
え
方
の
あ

い
ま
い
さ
に
は
批
判
が
多

い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
に

つ
い
て
の
認
識
が
首
肯
し
が
た

い
、
と

い
っ
た
難
点
が
多

い
論

で
あ
る
が
、
無
文
字
社
会

と
文
字
社
会
と

い

う
対
置
自
体
は
、
民
族
学
な
ど
に
お

い
て
、
現
在

で
も
大
き
な
テ
ー

マ
と
な

っ
て
い
る
。

　
次
に
、
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
点
か
ら
彼
の
言
説
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
彼
は
、
あ
る
時
代

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
人
間
の
感
覚

の

「外
化
」
で
あ
る
と
と
ら
え
、
印
刷
文
字

で
あ
れ
テ
レ
ビ
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ

ア
は
感
覚
器
官

の
拡
張

で
あ
る
と
考
え
る
。
機
械
技
術
時
代

の
代
表

メ
デ
ィ
ア
を
活
字
と
規
定
し
、
そ
れ
は

視
覚

の
拡
張
で
あ
る
と
見
な
す
。
電
気
時
代
の
代
表
で
あ
る
テ
レ
ビ
は
、
全
身
感
覚
あ
る

い
は
中
枢
神
経
系

の
拡
張
と
考
え
る
。
彼
は
、
テ
レ
ビ
と
は
モ
ザ
イ
ク
状

の
ぼ
ん
や
り
し
た
映
像
を
与
え
る

に
す
ぎ
な
い
も

の

だ
と
と
ら
え
、
視
覚
で
は
な
く
全
身
感
覚
に
訴
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
「
地
球
村
」
論
の
論

拠

で
あ
る
こ
の
点
は
、
私
た
ち
に
は
納
得
し
が
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
例

の

「ホ

ッ
ト
と
ク

ー
ル
」
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
の
分
類
に
も
か
か
わ
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て

「
メ
デ
ィ
ア
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
」
や
、
そ
の
も
じ
り
で
あ
る

「
メ
デ
ィ
ア
は
マ

ッ
サ
ー
ジ
で
あ
る
」
と

い
う
言
説
も
有
名
で
あ
る
。
前
者
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

の
内
容
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、

受
信
者
が
接
す
る
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
受
信
者
に
と

っ
て
意
味
を
持

つ
と

い
う
言
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
テ
レ

ビ

の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
は
受
信
者

の
全
身
感
覚
に
作
用
す
る
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
と
は
心
理
的

に
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う

の
が
、
後
者
の
論
で
あ
る
。
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こ
れ
ら

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
言
説
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
と
ら
え
る
際
に
、
受
信
者
か
ら
見

る
立
場
で
あ
る
点
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
消
費
場
所
が
脳
神
経
系
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
点

、
情
報
の

「
入
れ

物
」
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
自
体

に
受
信
者
は
価
値
を
見

い
だ
す
と
す
る
、
メ
デ
ィ
ア
の
記

号
論
的
な
解
釈
な

ど
に
、
梅
棹

忠
夫
の
立
場
と
共
通
の
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。
「
メ
デ
ィ
ア
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
あ
る
」
は
、
梅
棹

忠
夫

の

「
コ
ン
ニ
ャ
ク
情
報
論
」
に
呼
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ク
ル
ー

ハ
ン
の
ホ

ッ
ト
と
ク
ー
ル
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
分
類
は
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
、
か

つ
最
も
誤
解
と

批
判
を
招

い
た
論

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ホ

ッ
ト

・
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
情
報
量
が
豊

富

で
あ
る
た
め
に
、

受
信
者
は
そ
れ
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
字
義
通
り
受
け
取
れ
ば
よ

い
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
ク
ー
ル

・
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
情
報
量
が
少
な

い
た
め
、
受
信
者
は
不
足
分
を
補
う

た
め
の
能
動
的
な

参
加
が
必
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
納
得
で
き
そ
う
な
内
容
な

の
だ
が
、
具
体
的
な

例
を
持
ち
出
さ
れ
る
と
、
私
た
ち
は
混
乱
し
て
し
ま
う
。

い
わ
く
、
映
画
は
精
細
度
が
高

い
か
ら
ホ
ッ
ト
で

あ
る
が
、
テ
レ
ビ
は
精
細
度
が
低
く
、
ぼ
ん
や
り
映
像
を
映
し
出
す

の
で
ク
ー
ル
で
あ
る
、
電
話
は
情
報
量

が
少
な
い
か
ら
ク
ー
ル
だ
が
ラ
ジ
オ
は
ホ

ッ
ト
で
あ
る
、
等
々
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
機
能
が
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
を
対
比
し
て
し
ま
う
点
、
技
術
的
な
程
度
差

を
拡
大
解
釈
す
る
点
な
ど
、
問
題
の
多

い
こ
の
論
は
、
警
句
と
し
て
受
け
止
め
、
具
体
例

に
つ
い
て
は
あ
ま

り
重
視
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
受
信
者

の
参
加
度
と

い
う
観
点
で
メ
デ

ィ
ア
を
分
類
す
る

と

い
う

ア
イ
デ
ア
を
、
本
書
で
は
イ
メ
ー
ジ
カ
と
結
び

つ
け
て
展
開
し
た

い
と
思
う
。
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【5
】
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
鍵
は
イ
メ
ー
ジ
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現
在
、
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
よ
う
な
小
集
団

の
社
会

に
生
き
て
は
い
な
い
。
そ
れ

こ
そ
、

マ
ク
ル
ー

ハ
ン
が
期
待
し
た
よ
う
に
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
、
地
球
規
模
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が

可
能
な
時
代
で
あ
る
。
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
時
空
間
距
離
を
は
る
か
に
超
え
て
、
私
た
ち
は

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
蓄
積
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
発
信
者
の
顔

が
ま

っ
た
く
見
え
な

い
情
報
を
受
け
取
る
場
面
も
溢
れ
て
い
る
。
発
信
者

の
存
在
感
が
希

薄
な
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
外
界
か
ら
何
ら
か
の
信
号
を
受
け
取
り
、
自
分
な
り
に
そ
れ
を
意
味
づ
け
し
、
活
用
す
る
と

い
う

人
間
の
情
報
行
動
の
窓
口
と
な
る
の
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
発
信
者

の
意
図
が
見
え
な

い

ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
轍
が
メ
デ
ィ
ア
だ
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

メ
デ
ィ
ア
と
受
信

者

の
関
係

こ
そ
が
、
人
間
の
情
報
行
動
の
根
本
だ
と

い
え
る
の
で
は
な

い
か
。
本
書
の
こ

の
立
場
は
、
受
信

者
を
中
心
に
情
報
や
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
と

い
う
点
で
、
梅
棹

忠
夫
や

マ
ク
ル
ー

ハ
ン
の
考
え
に
準
ず

る
も

の
で
あ
る
。

　
二
人

の
論
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
の
情
報
行
動
は
脳
に
よ
る
認
知
活
動
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
し

て
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
活
動
に
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本

書
の
プ

ロ
ロ
ー
グ

で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た

。
同
じ
よ
う
に
、

発
信
者
を
仮
定
し
な

い
人
間

の
認
知
活
動
、
私
が
言
う
と
こ
ろ
の

「解
読
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お

い
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
を
紡
ぎ
出
す
人
間
の
力
が
キ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
結
局
、
人
間
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の
情
報
行
動
を
考
え
る
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
を
論
じ
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
間

の
認
知
活
動

の
基
本
は
、
果
た
し
て
本
当
に
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次

の
章
で
は
、
具
体
的
事
物
を
知
覚
し
、
そ
れ
を
抽
象
化
し
て
認
識
す
る
行
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相

手

に
対
し
自
分
の
表
現
し
た

い
こ
と
を
言
語
を
用

い
る
な
ど
し
て
記
号
的

に
表
現
し
よ
う

と
す
る
行
動
、
あ

る

い
は
、
鳩
の
絵
か
ら

「
平
和
」
と

い
う
抽
象
的
な
概
念
を
思

い
浮
か
べ
る
こ
と

の
で
き

る
象
徴
作
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
つ
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
働
き
を
検
証
し
て
み
た
い
。
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